弁護士・弁理士　石角完爾のファイルから

麻薬密輸事件で死刑を執行することは野蛮か。

私はGoogle問題に於いても各国が各国の法律で定めるところに、ビジネスは従わなければしょうがないという論旨を展開した。これと同様に、麻薬・覚醒剤をどのような重大な社会的公益の侵害であると看做すかは各国が定めるものであると考える。台湾やシンガポールなど中国以外の国々でも麻薬・覚醒剤については死刑で臨む国が多い。考えてみれば、重罪が課されていないために５年、６年刑務所に入っても大儲け出来るとなれば、多くの人が麻薬・覚醒剤密輸に手を染めるということも言える。

日本のマスメディアが「中国に於いては人の命が軽いのではないか」などという安易なコメントをするならば、飲酒運転で人を殺した場合に日本の刑法ではどうしてこのように刑が軽いのか、ということで重罪化するまでの日本は他国からどう言われていたのか、と問うべきであろう。

麻薬・覚醒剤が社会にはびこれば、多くの人命が麻薬中毒、覚醒剤中毒で失われ、また覚醒剤中毒によって幻覚作用から第三者に危害を与える犯罪が生まれることも統計的に分かっている。日本のマスメディアが軽々しく「中国に於いては人命が軽い」などという批判はそれこそあまりにも軽い言葉ではなかろうか。

麻薬・覚醒剤にからむ犯罪は被害者のない犯罪だと言われる。麻薬を所持していて誰が被害者になるのか。麻薬を密輸出入して誰が被害者になるのか。これに対して交通事故、飲酒運転の被害者は歴然として存在する。だから飲酒運転による死亡事故を厳罰化するというのは、それ自体正しいとしても、ちょっと直接の被害者の存在に目を惑わされてはいないか。中国の死刑執行を「人命が軽すぎる」などと批判するマスコミ諸氏は麻薬・覚醒剤の被害者が誰だか知っているのか、と私は聞きたい。そのことにより社会の隅々まで受ける被害は耐え難いものがある。アヘン戦争の歴史的な事実に学ぶまでもなく、現在の中南米、メキシコの麻薬戦争と言われる状況は、その社会全体が受ける被害の甚大さを歴然と物語っている。

そもそも中国は麻薬の密輸入に対して死刑で臨むという法律を公表している。公表されていないならばともかくも、死刑になる罪であることを知りながら密輸入した場合に、死刑が重過ぎる、人命が軽過ぎるなどという批判が適切なのか、人権擁護団体やアムネスティ・インターナショナルの方々はよく考えてもらいたい。

私は仕事でよく北欧三国に行くが、ノルウェーについては麻薬問題は実に甚大な社会的問題となっている。多くの若者が自分で麻薬を静脈注射する。そして、その麻薬を買うためのみに働く。それ以外のことは何もしていない。公園などで廃人同様に麻薬を静脈注射した後、フラフラとしている姿をよく見かける。こういう社会になっていいのか。日本のマスコミ諸氏は麻薬問題の深刻さを知っているのか。メキシコでは麻薬戦争で年間数千人が銃弾に倒れている。麻薬にからむマフィアがはびこっている。そのことによる抗争である。

無論今回死刑執行になられた方のご家族には深い哀悼の意を表したい。
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